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一
　
問
題
の
所
在

瑩
山
紹
瑾
（
一
二
六
四
―
一
三
二
五
）
寂
後
の
中
世
曹
洞
宗
は
、
道
元

（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
中
心
と
す
る
宗
旨
の
影
響

力
が
影
を
ひ
そ
め
、
公
案
参
得
を
目
指
す
独
特
の
参
学
形
態
（
公
案
禅
）

が
形
成
・
実
践
さ
れ
た
時
代
と
さ
れ
る
（
安
藤
二
〇
〇
〇
、
二
二
頁
）。
か

か
る
中
世
曹
洞
宗
の
公
案
禅
の
実
態
は
、
中
世
曹
洞
宗
に
お
い
て
作
成

さ
れ
た
語
録
抄
・
代
語
・
代
語
抄
・
再
吟
・
門
参
・
切
紙
（
以
下
、
こ
れ

ら
を
中
世
洞
門
文
献
と
総
称
）
と
い
っ
た
文
献
群
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で

き
、一
休
宗
純
（
一
三
九
四
―
一
四
八
一
）
の
『
自
戒
集
』
や
『
蔭
涼
軒
日

録
』
と
い
っ
た
臨
済
宗
の
文
献
に
お
い
て
も
、
当
時
の
洞
門
僧
が
公
案

参
得
を
修
行
の
眼
目
と
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

曹
洞
宗
に
お
け
る
公
案
禅
は
、
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
―
一
三
九
一
）

や
了
庵
慧
明
（
一
三
三
七
―
一
四
一
一
）
の
代
語
が
そ
の
嚆
矢
で
あ
り
、

中
世
洞
門
文
献
は
一
五
―
一
七
世
紀
に
か
け
て
撰
述
さ
れ
た
が
、
こ
の

時
代
に
『
正
法
眼
蔵
』
か
ら
公
案
禅
へ
と
舵
を
切
る
端
緒
と
な
っ
た
の

が
、
紹
瑾
の
『
伝
光
録
』
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
安
藤
二
〇
〇
〇
、

二
〇
・
四
一
頁
）。
し
か
し
、
中
世
洞
門
文
献
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、

考
察
対
象
の
ほ
と
ん
ど
が
一
五
世
紀
以
後
に
成
立
し
た
文
献
で
あ
り
、

中
世
洞
門
文
献
の
端
緒
と
さ
れ
る
『
伝
光
録
』
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
形
で
中
世
洞
門
文
献
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
小
稿
に
お
い
て
は
一
四
世
紀
後
半
に
成
立
し

た
太
源
派
相
伝
資
料
『
正
法
眼
蔵
仏
祖
悟
則
』（
撰
者
不
詳
、
一
三
六
六

―
一
三
九
九
の
間
に
成
立
、
以
下
『
仏
祖
悟
則
』）
を
考
察
の
材
料
に
、
周
辺

資
料
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
先
行
研
究
で
は
言
及
さ
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
『
伝
光
録
』
以
後
、
す
な
わ
ち
一
四
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世

紀
に
お
け
る
曹
洞
宗
太
源
派
の
思
想
動
向
を
跡
づ
け
て
い
き
た
い
。

二
　 『
正
法
眼
蔵
仏
祖
悟
則
』
の
思
想
的
特
徴

龍
門
寺
（
石
川
県
七
尾
市
）
に
所
蔵
さ
れ
る
『
仏
祖
悟
則
』
は
、
太
源

派
の
哲
囱
芳
賢
（
龍
門
寺
五
世
、
？
―
一
五
六
六
以
降
）
相
伝
資
料
で
、
釈

尊
か
ら
峨
山
韶
碩
（
一
二
七
六
―
一
三
六
六
）
に
至
る
一
仏
五
五
祖
が
開
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悟
に
至
っ
た
機
縁
（
悟
則
）
を
列
挙
し
た
文
献
で
あ
る
）
1
（

。
釈
尊
か
ら
懐

奘
（
一
一
九
八
―
一
二
八
〇
）
ま
で
の
悟
則
は
『
伝
光
録
』
を
典
拠
に
し

て
お
り
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
和
漢
混
交
体
の
『
伝
光
録
』
本
文
を
抄
出

し
、
漢
文
体
へ
復
元
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
仏
祖
悟

則
』「
摩
訶
迦
葉
章
」
は
、

第
一
祖
摩
訶
迦
葉
尊
者
、
因
ニ
世
尊
拈
二シ
テ
優
曇
花
一ヲ
瞬
目
、
尊
者
微
笑
ス
。
世
尊
ノ

云
、
吾
レ
ニ
有
二
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
一、
付
二
属
摩
訶
大
迦
葉
一ニ
。
時
ニ
尊
者
破
顔

大
悟
（
横
山
二
〇
一
八
、
五
六
頁
、
傍
線
・
句
読
点
等
は
筆
者
、
以
下
同
）。

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
摩
訶
迦
葉
章
」
の
全
文
で
あ
り
、『
仏
祖

悟
則
』
は
『
伝
光
録
』
に
採
録
さ
れ
る
各
祖
師
の
悟
則
の
み
を
抄
出
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、『
伝
光
録
』
は
道
元
の
『
正

法
眼
蔵
』
が
「「
仏
」
の
眼
を
も
っ
て
諸
法
の
あ
り
よ
う
を
述
べ
た
も

の
」（
鏡
島
一
九
九
四
、
一
三
二
頁
）
と
さ
れ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
各
祖

師
の
悟
り
や
転
迷
開
悟
に
至
る
経
緯
が
重
要
視
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る

解
説
が
行
わ
れ
る
が
、
開
悟
の
瞬
間
の
み
を
抄
出
す
る
『
仏
祖
悟
則
』

は
、『
伝
光
録
』
の
姿
勢
を
さ
ら
に
先
鋭
化
さ
せ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
傍
線
を
付
し
た
「
破
顔
大
悟
」
と
い
う
句
は
、『
伝
光
録
』

や
灯
史
に
は
見
出
さ
れ
な
い
『
仏
祖
悟
則
』
に
お
い
て
増
広
さ
れ
た
語

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
伝
光
録
』
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
開
悟
を
示
す

一
句
を
補
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
仏
祖
悟
則
』
で
は

『
伝
光
録
』
よ
り
も
開
悟
へ
の
志
向
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
が
、
必
ず
し
も
徹
底
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

一
五
世
紀
以
降
、
公
案
を
参
得
し
て
大
悟
し
印
可
を
受
け
る
と
い
う
公

案
禅
が
定
着
す
る
ま
で
の
過
渡
的
傾
向
を
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、『
伝
光
録
』
は
「
請
益
」
と
い
う
大
衆
に
公
開
さ
れ
た
場
に

お
け
る
講
義
の
聞
書
で
あ
る
た
め
、『
仏
祖
悟
則
』
が
『
伝
光
録
』
を

抄
出
し
た
テ
ク
ス
ト
を
有
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、『
仏
祖
悟
則
』
も

請
益
や
朝
参
に
お
け
る
提
唱
や
講
述
に
用
い
ら
れ
た
文
献
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、『
仏
祖
悟
則
』
で
は
『
伝
光
録
』
を
抄
出
し
た

本
則
が
提
示
さ
れ
る
の
み
で
、
中
世
洞
門
文
献
の
よ
う
に
本
則
に
対
す

る
代
語
や
一
転
語
な
ど
が
付
加
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

『
仏
祖
悟
則
』
は
講
述
に
用
い
る
本
則
の
手
控
え
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
先
に
示
し
た
通
り
、
代
語
の
伝
統
は
寂
霊
（
通
幻
派
祖
）
ま
で
遡
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
太
源
派
の
南
英
謙
宗
（
一
三
八
七
―
一
四
五
九
）

撰
『
伝
法
偈
下
語
』（
以
下
、『
下
語
』）
で
は
、『
仏
祖
悟
則
』
と
同
じ
く

『
伝
光
録
』
に
範
を
採
り
、
日
本
曹
洞
宗
に
連
な
る
祖
師
の
伝
法
偈
を

引
用
し
た
後
に
、
謙
宗
の
下
語
（
講
述
）・
拶
語
（
聴
衆
へ
の
問
い
か

け
）・
一
転
語
が
示
さ
れ
て
お
り
（
龍
谷
二
〇
一
五
、
七
〇
一
頁
）、
謙
宗

の
時
代
に
至
る
と
太
源
派
に
お
い
て
も
、
本
則
の
み
な
ら
ず
下
語
等
も

併
せ
て
筆
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　『
正
法
眼
蔵
仏
祖
悟
則
』
成
立
の
背
景

な
ぜ
『
仏
祖
悟
則
』
で
は
『
伝
光
録
』
の
テ
ク
ス
ト
を
漢
文
化
し
な
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く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
点
に
手
が
か
り
を
与
え

て
く
れ
る
の
が
徳
雲
寺
（
京
都
府
南
丹
市
）
所
蔵
『
梵
清
請
益
録
』（
以

下
、『
請
益
録
』）
で
あ
る
。『
請
益
録
』
は
太
容
梵
清
（
太
源
派
・

一
三
七
八
―
一
四
三
九
頃
）
の
提
唱
録
で
あ
り
、
梵
清
は
曹
洞
宗
に
お
け

る
請
益
の
伝
統
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

日
□
（
本
元
カ
）
□
和
尚
自
二
興
聖
一
至
二
于
永
平
一
住
裏
二
十
年
間
、
毎
月
六
度
□（行
之
カ
）
□
。

一
・
六
為
二
其
日
一
、
三
百
則
正
法
眼
蔵
・
千
則
正
法
眼
蔵
、
是
□
（
永
平
カ
）
□
奘
和
尚

及
徹
通
老
行
レ
之
（
秋
津
二
〇
一
八
、
一
〇
〇
頁
）。

梵
清
の
所
説
に
よ
れ
ば
道
元
が
興
聖
寺
に
住
持
し
て
以
来
、
毎
月
一

と
六
の
つ
く
日
に
真
字
（
三
百
則
）・
仮
字
（
千
則
）
双
方
の
『
正
法
眼

蔵
』
が
請
益
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
、
懐
奘
や
徹
通
義
介
（
一
二
一
九
―

一
三
〇
九
）
も
同
じ
く
請
益
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

『
請
益
録
』
に
は
紹
瑾
や
『
伝
光
録
』
に
関
す
る
言
及
は
な
い
が
、

『
請
益
録
』
で
は
本
則
を
引
用
し
た
後
に
、
梵
清
自
身
に
よ
る
解
説
が

付
さ
れ
、
提
唱
の
締
め
括
り
に
は
「
更
有
二
卑
頌
一
大
衆
欲
レ
聞
麼
」（
秋

津
二
〇
一
八
、
一
〇
四
頁
）
等
と
述
べ
た
後
、
一
転
語
の
偈
頌
が
示
さ
れ

る
。
本
則
へ
の
解
説
を
付
し
、
末
尾
に
一
転
語
の
偈
頌
を
示
す
と
い
う

の
は
、『
伝
光
録
』
と
全
く
同
一
の
説
示
形
態
で
あ
り
、
一
転
語
を
述

べ
る
直
前
の
語
も
、『
伝
光
録
』
の
「
更
卑
頌
ア
リ
、
大
衆
要
レ
聞
麼
」

と
い
っ
た
表
現
を
想
起
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、『
請
益
録
』
と
『
伝
光
録
』
の
叙
述
形
態
で
大
き
く
異
な

る
の
は
、『
請
益
録
』
が
漢
文
体
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
梵
清
が
「
千
則
正
法
眼
蔵
」
と
し
て
、
仮
字

『
正
法
眼
蔵
』
を
千
則
の
古
則
（
本
則
）
に
対
す
る
提
唱
録
と
認
識
し
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
仮
字
『
正
法
眼
蔵
』
は
、
和
文
で
著
さ
れ

る
が
、
引
用
さ
れ
る
古
則
（
経
典
な
ど
も
含
む
）
は
あ
く
ま
で
漢
文
体
で

あ
る
。
梵
清
は
そ
こ
に
注
目
し
て
「
千
則
」
と
い
う
名
を
付
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
梵
清
の
当
時
、
提
唱
に
用
い
る
本

則
に
は
漢
文
体
の
も
の
を
用
い
る
と
い
う
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
仏
祖
悟
則
』
も
こ
の
よ
う
な
当
時
の
認
識

か
ら
『
伝
光
録
』
を
漢
文
化
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ

て
、『
請
益
録
』
や
先
述
の
『
下
語
』
は
『
伝
光
録
』
の
説
示
形
態
と
、

漢
文
に
よ
っ
て
本
則
を
提
示
す
る
と
い
う
『
仏
祖
悟
則
』
の
叙
述
形
式

の
両
者
を
継
承
す
る
文
献
で
あ
る
と
言
え
る
。

四
　
小
結

太
源
派
に
お
い
て
は
、
一
四
世
紀
後
半
に
和
漢
混
交
体
で
叙
述
さ
れ

た
『
伝
光
録
』
を
抄
出
し
て
漢
文
へ
の
復
元
を
施
し
、『
仏
祖
悟
則
』

を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
よ
う
に
、『
伝
光
録
』

の
本
則
化
（
公
案
化
）
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

言
っ
て
み
れ
ば
、
太
源
派
内
に
お
い
て
、
真
字
『
伝
光
録
』
を
作
成
し

よ
う
と
す
る
機
運
が
存
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
と
な
っ
た

も
の
は
、
漢
文
体
の
本
則
に
基
づ
い
て
請
益
や
提
唱
を
行
う
と
い
う
一
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種
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
一
五
世
紀
中
葉
に
か
け
て
太
源

派
内
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
『
仏
祖
悟
則
』
と
同
様
に
『
伝
光
録
』
に

範
を
採
る
と
い
う
文
献
的
性
格
を
有
す
る
『
請
益
録
』
や
『
下
語
』
が

漢
文
体
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
し
、

南
北
朝
期
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
の
五
山
に
お
い
て
生
成
さ
れ
た
抄

物
の
多
く
が
漢
文
抄
で
あ
っ
た
こ
と
の
影
響
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
（
堀
川
二
〇
一
五
、
五
八
頁
）。

そ
し
て
、
太
源
派
に
『
仏
祖
悟
則
』・『
請
益
録
』・『
下
語
』
が
相
伝

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
一
四
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
中
葉
に
か

け
て
の
太
源
派
で
は
、『
伝
光
録
』
に
範
を
採
っ
た
講
述
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、『
伝
光
録
』
の
影
響
力
は
従
来
の
想

定
よ
り
も
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

中
世
曹
洞
宗
に
お
い
て
は
、
曹
洞
宗
と
い
う
宗
派
意
識
が
自
覚
さ

れ
、
通
幻
派
で
は
臨
済
宗
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
『
宏
智
録
』
が

積
極
的
に
受
容
さ
れ
、「『
宏
智
録
』
を
根
本
と
す
る
宗
団
へ
と
変
化
」

（
龍
谷
二
〇
一
二
、
二
九
四
頁
）
し
た
と
さ
れ
る
が
、
太
源
派
に
お
い
て

は
、『
伝
光
録
』
を
拠
り
所
と
す
る
思
想
的
展
開
が
存
し
た
の
で
あ
る
。

1　
『
仏
祖
悟
則
』
の
詳
細
と
全
文
に
つ
い
て
は
、
横
山
二
〇
一
七
a
・

二
〇
一
七
b
・
二
〇
一
八
参
照
。
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